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令和６年能登半島地震視覚障害者支援本部の設置目的
① 石川県が進める災害対策に協力
② 能登地区自治体が取り組む活動に協力
※ 特定非営利活動法人金沢市視覚障害者地域生活支援センターと
共に取り組む

令和６年能登半島地震視覚障害者支援本部の活動
① 視覚障害者の安否確認と支援に必要な情報収集
② 1.5次避難所における支援
③ ２次避難先における支援
④ 災害見舞金の取り扱い
⑤ 公費解体手続きの支援
⑥ 医療機関退院に向けての支援
⑦ 仮設住宅入居に向けての支援
⑧ 温泉マッサージ復興に向けての支援
·  災害の経過と共に支援の内容が変わる

視覚障害者の安否確認と支援に必要な情報収集
① 避難の状況
② 被災の状況
③ 必要とする支援の内容
· 携帯電話による連絡と視覚障害者団体会員からの情報提供が有効
１.5次避難所における支援
① ２次避難所の選択
② 高齢者施設に入所
③ 知人の家の移動
④ 医療機関に入院
⑤ 眼科受診
※ 石川県障害福祉課より依頼を受け、石川県眼科医会と共に支援に取り組む

２次避難所における支援
① みなし仮設住宅等生活の場の確保
② 障害福祉サービス等の利用
③ 必要物品の貸し出し
④ 書類の代筆・代読支援
※ 石川県や市・町と連携して支援に取り組む
※ 復旧に向けての取り組みが長期化

障害福祉サービス等の利用
① 居宅介護、同行援護サービスの継続利用
② 歩行訓練等生活訓練の利用
③ 計画相談の新規利用
④ 同行援護サービスの新規利用
⑤ 補装具、日常生活用具の利用
⑥ 介護保険サービスの利用
※ 市・町障害福祉課の協力の下に進める


必要物品の貸出
① 携帯電話充電ケーブル
② 白杖
③ 視覚障害者用音声時計
④ プレックストーク
⑤ 拡大読書器
※ メーカーの協力により実現
※ 1.5次避難所、2次避難所において一般避難者向けにシニア
グラスを配布

代読・代筆支援
① 罹災証明の申請
② 障害福祉サービスの利用申請
③ 身体障害者手帳の変更申請
④ 障害年金の申請
⑤ 支援金、見舞金の申請
⑥ 公費解体の申請
※ 石川県、市・町障害福祉課の協力の下に進める

災害見舞金の取り扱い
① 日本盲人福祉委員会　義援金
② 日本視覚障害者団体連合　災害見舞金
③ 石川県視覚障害者協会　被災見舞金
※ 石川県、市・町の協力による広報
※ 申請書類の代筆・代読支援の希望にこたえる



公費解体手続きの支援
① 公費解体手続きの相談
② 公費解体申請書類の代筆・代読
③ 公費解体申請書の提出
④ 公費解体現場の立ち合い
※ 公費解体手続き経験者の支援が有効

医療機関退院に向けての支援
① 養護盲老人ホームの利用
② 災害時緊急避難シェルターの利用
※ 関係機関の協力により実現

仮設住宅入居に向けての支援
① 仮設住宅の選択
② 介護保険・障害保険サービスの確保
③ 復興リハビリテーション支援事業の活用
④ 仮設住宅入居手続きの立ち合い
※ 能登地区自治体の支援により実現
※ 障害のある人を支える地域コミュニティの復活に期待を寄せる

温泉マッサージ復興に向けての支援
① 石川県視覚障害者協会「情文フェスタ」に参加
② 石川県能登半島地震地域コミュニティ再建事業に参加
※ 出張マッサージを支援する取り組みに期待を寄せる



復興に向けての課題
① 安心して暮らせる住居の選択
② 生活に必要な障害福祉サービス等の利用
③ 障害のある人を支える地域コミュニティの復活
④ 温泉マッサージなど働く場の確保
※ 地域復興事業の進展に期待を寄せる

避難および避難生活に備えて
① 個別避難計画の検討
② 飲料水・食料品の確保
③ トイレの利用
④ 通信手段の確保
⑤ 断水時における生活水の確保
⑥ ２次避難先の確保
⑦ 移動支援者の確保
⑧ 障害福祉サービスの利用
⑨ 申請書類作成に必要な代筆・代読支援者の確保
⑩ 生活資金の確保
※ 地震・豪雨による災害に備えて一人ひとりが考える
